







How to Guide Students to Choosing Their Career 





In this paper, I aim to show how high school teachers guide students to choosing their career in ca-
reers counseling, while dealing with two conflicting demands: “valuing the wishes of the student” 
and “having the student choose their career.” I address this question by analyzing the teachers’ ac-
counts of their daily work in careers education (or guidance), which were obtained through interview 
research.    
 
Through analysis of the interview data from high school teachers, two methods teachers use in ca-
reer guidance were revealed. First, teachers usually ask students the question, “Why (did you choose 
the career)?” With this question, teachers have students explain the reasons for their choices, and 
they add more reasons which have a stronger relation to their choices. The question “Why?”, when 
used after the student presents his or her choice, enables teachers to give guidance which encourages 
the student to choose a better career while valuing the wishes of the student.  
 
Second, the work of teachers of asking the student’s wishes and helping them choose a better career 
does not last forever. Teachers end their work when they are convinced that the student has chosen 
their career based on decisive and well-defined reasons.   
 
In this paper, I show the very basic and common methods teachers employ in their daily careers ed-
ucation (or guidance). Even though these methods are basic and common, they enable teachers to 
accomplish the demands of both “valuing the wishes of the student” and “having the student choose 
their career”. Furthermore, the analysis indicates that a sufficient number of interviews with the 
same students and a sufficient number of staff are required to ensure effective careers education and 
guidance. (275 words) 
  




















































































 本稿で使用するデータは、2014 年 4 月～7 月に行なわれた調査で得られたインタビューデータで
 4 
ある。この調査では、関西圏にある中高一貫校（X 校）、同じく関西圏にある高校（Y 校）、および
関東圏にある中高一貫校（Z 校）にご協力いただき、X 校 2 名、Y 校 4 名、Z 校 6 名の教員にイン
タビュー調査を行なった（下記表）。ご協力いただいた X・Y・Z 校はいずれも卒業生の 8 割近くが
大学・短大に進学する進学重点校である。インタビューでは、各学校のキャリア教育・進路指導の
特徴や各教員の普段の指導などについてお話しいただいた。本稿では、この 12 名の教員のうち A、
B、C、H、J、L のデータを用いる。なお、インタビューは A と B については 2 名同時に 2 回、各













教員 勤務校 備考（※インタビュー時） 教員 勤務校 備考（※インタビュー時） 




H Z 4 年生（高校 1 年に当たる）担任 
C Y 進路指導部長。 I Z 4 年生担任。学年主任。 
D Y 担任クラスを持っていない。 J Z 5 年生担任。 
E Y 担任クラスを持っていない。 K Z 5 年生担任。学年主任 




































































































と J は語っている。 
















 「生徒に進路を選ばせる」方法を明らかにするにあたり、まず前節でも取り上げた B の事例を取
り上げて、そこでの教員の指導実践についての語りを詳細に見ていくこととする。以下に引用する
































く好きだから。高校 1 年ぐらいのねー、意見。 
 
 B は、外国籍であろう両親を持ち、海外の大学を希望した M の事例を「特殊」とした上で、M に
「なんで？」と尋ねることで理由の説明を求めたことを明らかにしている。そして M から説明され
た理由は、「国がすごく好きだから」というものであったという。ここで注目しておきたいのは、こ
の M の理由について、B が「高校 1 年ぐらい」の意見であると語っている点である。 
 B が回想して語っているこの M のエピソードは、実際に M が高校 1 年生であったときのもので
あるが、B は「高校 1 年ぐらい」と語ることで単にその事実を報告しているのではない。海外の大


















びつけることが可能なのであり、また B が M の提示した理由をそのように語ったことは、B がその
いかに生徒に進路選択を促すか 

























う。しかしここで B は、再び M に△△大学を希望する理由を尋ねたという。 
 B は、M に「△△大学には何をしに行きたいのか」、「どういうことを勉強したくてっていうイメ
ージを持ってるの」と尋ねたと語っている。ここでもまた前述した進路選択理由に関する知識が用
いられている。B が改めて M に尋ねたこの 2 つの質問は、先に B が尋ねた「なんで？」という質問
よりも、理由を特定化して尋ねる形の質問になっている。またいずれも△△大学に進学することと




















から△△大学へと留学するという選択肢を M に示した。M は、国内の大学の留学制度を「自分自
身で調べて」来るなど、その選択肢に対して肯定的な反応を見せた。そしてまた B は、以前は△△
国出身の ALT の教員を資源としたように、今度は国内の大学から△△大学への留学経験のある卒業
生（「O ちゃん」）を資源に、M に情報を提供した。このように、B は選択肢の拡大に伴って、使用
可能な資源を用いながらさらに選択肢を拡大していった。この時点で、M にとっての可能な進路選
択は「理由：住みたい＋英語が勉強したい→対象：国内の大学（→△△大学留学）」へと変化し、さ
らには「『UBC もいいですねー』」という M の反応から、「理由：住みたい＋英語が勉強したい→対
象：国内の大学（→海外留学）」へと変化した。 










このエピソードの締めくくりにおいて、B は自らが最終的に行ったことを、「まだ高校 1 年生の
段階なので、いろんな選択肢があるよ」「行き方もいろんなことがあるよ」と「提案をする」ことで





 M のエピソードを一通り見てきたところで、B が「なんで？」という質問からいかにして進路指
導を展開させていったかを確認しておく。M によって△△大学への進学希望が表明された後、「な
んで？」という質問が B から発せられていたが、この質問によって B は、生徒である M に進路選
















































希望していた H は、“選択の際に考えるべきことが、自身の想定以上に多くあった” という経験を
している。その経験を持つ H は、未だその経験をしていないであろうと予測可能な生徒に対して選






































 13  
に本節では、こうした生徒たちに対して教員たちがいかに指導しているか、その指導の論理を以下
の A の語りを通して見ていく。 
 
















発言では「3 年生の段階」では「迷ってる」生徒があまり “いない” ことが想定されており、ここ
ではその想定が正しいか否かを確認する質問が A に対してなされている。しかしその質問に対し A
は「いるいるいる」と返答し、筆者の想定に反して 3 年生でも進路選択に迷う生徒が少なからずい
ることを明かしている。筆者は、当初の想定が誤っていたことを確認した上で、「どう、アドバイス























こうした A が行なったアドバイスは、生徒が 1 年生あるいは 2 年生であれば、行なわれにくいも
のであるように思われる。A は、生徒がどのような分野に関心があるのか、「もっかいおさらいして
み」とアドバイスするとしているが、このアドバイスは生徒がそれまでに自身の興味・関心の探索
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